
４　傍聴された事業

Ｑ１　何で知ったか

Ｑ２　事業調書について

4 0

アステ川西

Ｑ７　関心を持った事業 「ある」場合の事業名

ある 特にない わからない

人対象事業名（テーマ）

広報事業（魅力的な広報）

Ｑ８　今後対象にした方がよいと思うテーマ・事業

3 0 市立川西病院

広報事業

高齢者生きがいづくり推進事業

3

0

その他

「ある」場合の事業名 （原文どおり）

観光推進事業
小学校教育支援事業
救急活動事業

認知症予防

ある 特にない 複数が関心を持つ事業

Ｑ６　次回以降の傍聴の有無
はい いいえ どちらともいえない
1 0

わからない
1 2 2 1 0 2

0

Ｑ４　コーディネーター・公募市民の質問など Ｑ５　時間配分
よかった 悪かった どちらともいえない ちょうどよかった 長かった 短かった

1 0 3 0 2 2

Ｑ３　説明者の説明
わかりやすかった わかりにくかった どちらともいえない わかりやすかった わかりにくかった どちらともいえない

広報誌 ホームページ 知人 その他
1 3 1 2

2救急活動事業（救急車の適正利用への方策）

2小学校教育支援事業（外国語教育を通じた小・中学校の連携）

3高齢者生きがいづくり推進事業（効果的な祝福事業のあり方）

3観光推進事業（川西の魅力の創造と発信）

計 10

1

無回答 1 10.0

2

3 2 1 1
女性 5 50.0

無回答

男性 4 40.0 9 1 0 10 0 2
１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０以上

１　男女比 ２　住所 ３　年齢（人）
性別 人 （％） 市内 市外 無回答 計

「かわにし事業ディスカッション２０１３（第3回）」アンケート結果の概要

と　　　き 来場者（人） アンケート回答者（人） 回答率（％）

9月16日（月・祝） 10 6 60.0 ※アンケート結果の概要は、以下のとおり

子育て支援事業



・この会の目的、事業の選定理由、情報共有を含めて市組織内の連携の部分が明確でない。
・市民の声を聞いて「まちづくり」「政策づくり」に参加をしてもらうなら、もっと他の方法があるのではないか。

・職員の意識が今までと同じことをしていればよいという考え方なのだろうと思った。ディスカッションをきっかけに変
わっていけばよいのだが、もっと若い職員の感性を生かしてほしい。

・金婚・ダイヤモンド婚等のセレモニーについては、個人的には、家族・友達の中でのお祝い事なのではと感じた。
ただ、50年もの長い間、苦労もあり、もし可能であれば、出かける機会や2人の今までの振り返り、これからの2人へ
の新たな機会として、場にあった映画、講演会などはいかがか。

・準備等々への時間、経費が有意義とは思えない。（この会そのもののあり方こそ議論が必要）
・それぞれの分野の討論の最後に、ここで何を議論するのか問いかけられるような会の運営は大問題である。

・休憩時間のフリートーキングのほうが活発で、興味深かった。もっとフリートーキングで討論すべき。

Ｑ９　今回の事業ディスカッションに関するご意見、ご感想（抜粋）

・公募市民の意見を話す時間が短すぎると思う。
・もっと検討が必要なテーマがあるのではないか。

・各事業に対する担当職員の熱意や取り組みの違いが顕著だと感じた。
・職員の課題分析力や改善、推進に向けての熱意で事業の内容が随分変わるだろうと思う。


